
国立新美術館の教育普及活動は、株式会社 日本設計、
キヤノン株式会社より御支援をいただいています。

●会　　場　国立新美術館  １階ロビー
●講　　師　赤羽 美和
　　　　　　  （グラフィックデザイナー、テキスタイルデザイナー）

●対　　象　どなたでも
●参  加  費　無料
●参加方法　当日先着順。事前申込み不要。
　　　　　　  ※ただし、受付時に受入れ人数を超えている場合は、
　　　　　  　 　　　ご参加をお待ちいただくことがございます。

●所要時間　Aコース（二人一組のドローイング） 30 分
　　　　　　Bコース（二人一組＋グループのドローイング） 60 分
　  　　　　　　　 ※Aコース Bコースともに、お一人でもご参加いただけます。

問い合わせ先　03-5777-8600（ハローダイヤル）
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赤羽 美和  （あかばね
 みわ）

グラフィックデザイナー、テキスタイルデザイナーの赤羽美和さんは、人とのつながりや対話から生まれる、思いもよらない展開に魅力を感じ、人と人の状況をつなぐ方法を探るデザイン活動を行っています。今回のワークショップは、「対話のドローイング」と「視点の交換」
がテーマです。○△□を言葉に見立て、美術館に集まった人どうし
でお話しするドローイングセッションでは、限られた状況から生ま
れる発想の広がり、偶然できた造形のおもしろさを発見します。
さらに、できあがったドローイングを写真に撮ったり、丸く切り抜いたりして、参加者それぞれの視点で切り取り、お互いの視点を交換することで、ちがいの中から新たな視点を発見します。年齢、性別、人種、訪れる目的もさまざまな人どうしで繰り広げる、言葉に頼らないコミュニケーションをいっしょに楽しんでみませんか。


